
学校名 福島県立会津西陵高等学校 

「読書活動推進へ向けた取り組み」 

 

１ 学校の概要 

① 所在地  大沼郡会津美里町字法憧寺北甲３４７３番地 

② 学級数・生徒数  １学年４クラス ２学年４クラス ３学年４クラス  ２８５名 

③ 学校図書館の蔵書数  ２４，５８７冊（Ｒ６．３．３１現在） 

 

２ 本校における読書活動推進の取り組み内容 

（１） 生徒が本に親しみやすく、使いやすい学校図書館環境の一層の充実へ向けた取組 

校内選書会 

・9月 11日（水）放課後（15：30～16：20） 

・参加者 36名（図書委員 24・事前申込した生徒 8・教職員 4） 

・選書用に用意した本は約 400冊。 

・図書館に入れたいと思う本をひとり 5冊まで選び、本に付箋を貼る。 

・票（付箋の数）が多かった本を中心に 30冊購入。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 学校における読書を通した読書週間の定着を図る取組 

朝の読書 

・今年 4月より朝学習の一環として開始。 

・当初は全学年一斉実施であったが、６月以降は学年ごと変則的に週単位で実施。 

・本を忘れた生徒用に朝読用の貸出本を入れたコンテナを朝読のある週のみ各クラスに設置。 

・朝読おすすめブックリストを作成・配付 

 

 

 

 

（３）読書活動の質の向上へ向けた取組 

本の座談会 

11月 13日（水）放課後（15：45～16：20） 

・参加者 6 名（生徒３・教員２・学校司書）各自好

きな本を 1冊持参した。 

・全員自己紹介の後、司書が実演。 

・ひとり 3分程で本の紹介。その後質疑応答。 

・閉会後、参加者にはミニプレゼント（古雑誌の付

録等）を進呈。 



 

（４）その他、読書活動推進へ向けた取組 

 ・図書委員の希望者を募り、郡山女子大学図書館見学に行った。 

 ・会津美里図書館と連携を行い、未所蔵の書籍を借り入れることで読書活動を推進している。 

 

生徒が本に親しみやすく、使いやすい学校図書館環境の一層の充実へ向けた取組 

・館内入り口付近に新刊書のコーナーを設けたり、書籍の表紙が見えるようにスペースを設けたり 

することで、生徒の目に触れやすいようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ・ふだんは手に取らないような本と出会って欲しいと考え、図書委員が「本の福袋」を企画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・読書週間で図書委員が利用者に手作りしおりを配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・家庭科の授業でブックトークを実施した。司書のブックトークを聴いたあと、生徒が図書館の本を選

んだ。 


